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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文では，ニンジンの各種培養細胞を用い，植物の生理機能制御因子として最も重要な植物ホル
モンの一種であるオーキシン，特にインドール酢酸（互AA）の代謝について研究を行っている。まず
始めに，植物病原微生物として知られている根頭癌腫病菌が保持するオーキシン合成酸素遺伝子やサ
イトカイニン合成酵素遺伝子等をニンジン細胞に導入し，夏AAを外部から処理しなくとも増殖する培
養細胞を樹立した。次に，このニンジン培養細胞に1壌Cで標識した亙AAを取り込ませ，時聞経過と共
に標識される物質がどのように変化したかを追跡調査し，外部から投与した玉AAが極めて短時間のう
ちに別の物質へと代謝されることを明らかにした。さらに，この代謝産物を各種高速液体クロマトグ
ラフィーを用いて単離。精製した後，その化学構造を液体クロマトグラフィー／マスペクトログラ
フィー（LC／MS）や核磁気共鳴法（NM艮）等で検討し，この代謝産物がアスパラギン酸との結合型，
インドールアスパラギン酸（亙AAsp）であることを示した。
　次に，この亙AAからIAAspへの代謝活性を誘導する物質について検討し，生体内で合成されたも
のであっても生体外から投与されたものであっても，オーキシン活性を有する物質によって誘導され
ることを示した。さらに，タンパク質合成阻害剤やRNA合成阻害剤を用いた実験により，IAAspの
生成は酵素反応であること，および，IAAをIAAspへと変換する代謝瀞性のオーキシンによる誘導は，
転写レベルで制御されていることを明らかにした。また，合成オーキシンである2，4－Dはこの代
謝活性を誘導はするものの，2享4－D自身はこの代謝においては基質とはならないことも明らかに
した。
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　一方，ニンジンでは，体細胞から新たに胚発生を誘導する培養法が確立されており，このような不
定胚誘導においてはオーキシンが重要な働きを演じると考えられていることから，不定胚誘導能を保
持する細胞（EC）と不定胚誘導能を消失した細胞（NEC）における亙AAの代謝の違いを検討した。
その結果，NECでは，これまでに見られなかったIAAの新たな代謝産物を見いだし，この代謝産物
を各種高遠液体クロマトグラフィーで分離。精製した。この精製物について，LC／MSやNMR等で
その化学構造を検討しラこの物質が，亙AAspのインドール環が開裂したオキシインドールァスパラギ
ン酸（ox至AAsp）であることを明らかにした。さらに，このox玉AAspは，玉AAが開裂した後にアスパ
ラギン酸が付加されて生じるのではなく，亙AAから生じた互AAspがさらに代謝されて生じる可能性
を示した。このような結果から，亙AAからIAAspへの代謝は可逆的な反応であり，IAAspは遊離
エAAの含量を調節するための貯蔵型として機能するとの従来の考え方とは異なり，工AAが亙AAspを
経て不可逆的に分解されることもあることを示した。
　さらに，ECとNECにおけるox亙AAspの経時的変化を詳細に検討し，ox亙AAspはNECでは大量に
生成するが，亙Cではほとんど検出できないことを明らかにした。この結果から，ECでは，玉AAspが
遊離亙AAの含量を調節する貯蔵型として機能するが，NECでは，亙AAを不可逆的に分解する際の申
聞体として機能することが予測された。そこで，ECとNECにおける遊離IAA含量を高遠液体クロマ
トグラフィーを用いた蛍光測定によって調べ，ECではNECに比べて遊離且AA含量がおよそユ5倍も高
いことを明らかにした。このような結果から，ECとNECの性質の違い，すなわち，不定胚形成能の
有無は，IAA代謝の違いによってその一部が説明できる可能性を示しラニンジンの各種培養細胞にお
けるIAA代謝をさらに詳細に検討することで不定胚形成過程におけるオーキシンの役割が明確になる
であろうと結論づけた。
審　　査　　の　　要　　旨
　高等植物の各種生理反応の制御因子として重要と考えられているオーキシンの代謝機構をニンジン
培養細胞を用いて明らかにし，同一化合物が貯蔵型としてばかりでなく不可逆的分解の申閻体として
も利用され，さらに，このようなオーキシン代謝の違いが不定胚形成能力とも密接に関わる可能性を
示した本論文は，高等植物の生理機能や形態形成反応を理解する上で重要な知見を与えたものであり，
本分野の今後の発展に大きな示唆を与えるものとして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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